
春日若宮おん祭

蜷「教育のまち ― 奈良」をめざして。12月2日は「なら教育の日」

奈良市のシンボル

ナラヤエザクラ
ウグイス

イチイガシ

市民のうごき（11月1日現在）

男１７５,１５９人 女１９２,２８５人

世帯数１４１,７１０

人口３６７,４４４人
（前月比２６４人増）
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●なら教育の日
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12.1
●ふれあいのまち奈良
毎週木曜日　午後 9：50～ 9：55
(再) 土曜日 午後 8：55～ 9：00
●いきいきタウン
毎週土曜日　午後10：00～10：15
(再) 日曜日 午前11：45～正午

奈良テレビ放送ＵＨＦ烱

市政広報番組

●フロムなら
毎日 午前 8：35～ 8：45

午前 11：35～ 11：45
午後 6：35～ 6：45

ならどっとＦＭ78.4ＭＨｚ

十
二
月
二
日
は
「
な
ら
教
育
の
日
」

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
子
ど
も
た
ち
を
育
む

「
教
育
の
ま
ち
―
奈
良
」
を
め
ざ
し
て

教
育
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
教
育
委
員
会
で
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が

教
育
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、
今
年
か
ら
十
二

月
二
日
を
「
な
ら
教
育
の
日
」、
そ
れ
に
続
く
一
週
間

を
「
な
ら
教
育
週
間
」
と
定
め
ま
し
た
。

十
二
月
二
日
は
、「
古
都
奈
良
の
文
化
財
」
が
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
日
で
も
あ
り
ま
す
。
千

年
以
上
に
わ
た
り
国
民
的
な
文
化
遺
産
が
継
承
さ
れ
て

き
た
陰
に
は
「
教
育
」
の
大
き
な
力
が
あ
っ
た
と
考
え
、

こ
の
日
を
選
び
ま
し
た
。

奈
良
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
よ
り
よ
く
育

ん
で
い
く
た
め
に
、二
十
一
世
紀
の
奈
良
市
の
教
育
を
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。



●なら教育の日

奈良市長

大川靖則
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今年4月に新しい学習指導要領が実施され、完全学校週5日制
のもと、「生きる力」を育む新しい学校教育が始まっています。
◆わかる授業、楽しい学校の実現
全ての子どもたちに「確かな学力」をつけることをめざ

し、少人数指導や個に応じた指導など工夫した授業を展開
しています。

◆完全学校週5日制の実施
豊かな人間性や社会性の育成
ボランティア活動や自然体験

活動などの体験活動を生かした
学習を充実し、道徳性の育成を
行っています。

◆自ら学び自ら考える力の育成
基礎的・基本的な学習内容を

もとに、自分で考え表現する力
などを身につけ、実際の生活に
生かせるようにします。

◆特色ある学校づくりの推進
総合的な学習の時間の実施
「自ら学び自ら考える力」の

育成などをめざし、各校が創意工夫して国際理解、情報、
環境、福祉・健康など今日的な課題などを学びます。また、
地域のみなさんの授業への参加やボランティア活動など、
様々な学習も工夫して行っています。

「世界遺産に学び、ともに歩むまち―なら」を都市の将
来像とする奈良市第3次総合計画において、奈良の歴史・
文化・自然的条件を生かしながら、地域に親しみや誇りを
持てるような教育を推進することをめざしています。
そこで、奈良市の未来を

担う子どもたちの健全育成
をめざし、学校、家庭、Ｐ
ＴＡ、地域、行政などが協
力して教育改革を進めるた
めに、市教育改革プログラ
ム懇話会により3つの提言
がされました。
この提言を、全ての人の

手で実現させましょう。

【問い合わせ】市役所学校教育課（蕁３４―１１１１豎）へ。

22221111世世世世紀紀紀紀をををを担担担担うううう子子子子どどどどももももたたたたちちちちををををみみみみんんんんななななでででで育育育育むむむむたたたためめめめにににに
～～～～奈奈奈奈良良良良市市市市のののの教教教教育育育育のののの現現現現状状状状～～～～

新しい学校教育が進められています ～学習指導要領の改訂～

教育改革をみんなの手で ～奈良市教育改革プログラム～

奈良市教育改革3つのアクション（提言）

◎豊かな心とたくましい体をはぐくむ教育の推進
心の教育の推進、幼・小・中・高の連携の推進、学校図
書館を活用した教育の推進、体力の向上と健康教育の推
進、中学校部活動の多様化への対応等に関する調査研究

◎確かな学力をはぐくむ教育の推進
教育改革モデル校・園の設置、各教科・道徳・特別活動
総合的な学習の時間への支援体制の確立、完全学校週５
日制への対応、情報教育の推進

◎信頼される学校・園づくりの推進
学校評議員制の導入、学校の自己評価の実施、（仮称）
地域教育ネットワークの充実、教職員の資質向上、弾力
的な幼稚園運営の推進

今
年
は
、
う
ま
年
で
元
気
な
馬

に
あ
や
か
っ
て
景
気
も
よ
く
な
る

か
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
残
念

な
が
ら
依
然
と
し
て
足
踏
み
状
態

で
あ
り
ま
す
。

来
年
は
ひ
つ
じ
年
、
穏
や
か
で

羊
毛
の
よ
う
に
暖
か
い
年
に
な
る

よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。



●人権週間
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12月4日～10日は人権週間

「「「「人人人人権権権権のののの確確確確立立立立」」」」ををををみみみみんんんんななななのののの力力力力でででで
1948年12月10日、パリで開かれた国連第3

回総会で「すべての人間は、生まれながらにし
て自由であり、かつ尊厳と権利とについて平等
である」とする世界人権宣言が採択され、国連
はこの日を記念して、この日を「人権デー」と
定めました。
それ以降、世界各地で人権デーを記念して、

あらゆる差別の解消に向け、さまざまな取り組
みが行われてきました。日本においても、12月
4日から10日までを「人権週間」として、広く
国民に人権意識の高揚を呼びかけています。
しかし、一方で国内外を問わず生命を軽んじ

る殺伐とした社会になっています。「21世紀は
人権の世紀」と言われますが、今まさに人権の
尊重と確立が大切な時代になっています。「人権
週間」を節目に、人権についてじっくり考えて
みましょう。

身体の不自由な人の手足や目、耳となる犬たちを社会的に認めて
いく「身体障害者補助犬法」が10月１日から施行されました。
この法律は、視覚障がい者の歩行誘導を行う盲導犬、肢体障がい

者のために物の拾い上げや衣服の着脱補助などをする介助犬、聴覚
障がい者に電話やブザー音などを伝える聴導犬の同伴を、公共の施
設や交通機関が拒むことを禁じた法律で、あわせて訓練事業者や使
用者の義務も定めています。また、ホテルや百貨店、スーパー、飲
食店などの民間施設は、来年10月から受け入れが義務付けられます。

身体障がい者に対するバリアフリーへの大きな一歩となる画期的
な法律ですが、細部にわたっての問題や啓発活動、受け入れ側の理
解が浸透されていない状況もあり、これから早急に進めていかなけ
ればならない取り組みです。
「すべての人にやさしい社会」「人権が確立された社会」の第一

歩となるこの法律を、他人事としてではなく自分のものにしてとら
えましょう。

人権問題、人権学習というと、「難しい」「かた苦しい」ものと思われがちですが、日常
生活の中や身近なところに考え、学べる教材がたくさんあります。
そこで、「世界遺産のあるまち奈良」の歴史や生きてきた人々の跡に着目し、今を生き

る私たちが歴史を振り返り、人権についてより理解を深めてもらおうと、市内各地の21か
所にスポットをあて、命の大切さ・人間の尊さを守るために注がれてきた情熱や努力の結
晶を紹介した「ならじんけんまっぷ」を作成しました。
今後、「じんけんまっぷ」を資料とした学習会やフィールドワークなども計画していま

すので参加してください。

◆知ってますか？身体障害者補助犬法

◆身近なところから「人権」を学ぶために ～ならじんけんマップ～

【問い合わせ】市人権啓発センター（蕁７２―１５１０）へ。

21世紀を担う子どもたちに明るい未来を



ナ
ナ：

ラ
ラ
ち
ゃ
ん
、
声
を
出
さ
な

い
で
口
の
形
だ
け
で
、
私
の
言
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
？

ラ
ラ：

ど
う
か
な
あ
…
。

ナ
ナ：

じ
ゃ
あ
や
る
よ
。「
○
○
○
」

ラ
ラ：

う
ー
ん
、
も
う
一
度
ゆ
っ
く

り
言
っ
て
よ
。
口
も
は
っ
き
り
開
け

て
ね
。

ナ
ナ：

じ
ゃ
あ
も
う
一
度
、「
○
、
○
、

○
」

ラ
ラ：
わ
か
っ
た
。「
た
ば
こ
」
だ
。

ナ
ナ：
違
い
ま
し
た
。「
た
ま
ご
」
っ

て
言
っ
た
ん
だ
よ
。

ラ
ラ：

難
し
い
な
、
口
の
開
け
方
は

一
緒
な
の
に
。

二
人
の
様
子
を
見
て
い
た
ナ
ナ
の

お
父
さ
ん
が
…
。

お
父
さ
ん：

相
手
の
口
の
動
き
を
読

み
取
る
、
今
の
よ
う
な
方
法
を
「
読

話
」
と
言
う
ん
だ
よ
。
耳
が
聞
こ
え

な
い
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
の
一
つ
だ
ね
。

ラ
ラ：

で
も
お
父
さ
ん
、
口
の
形
が

一
緒
な
の
に
今
の
よ
う
に
違
う
言
葉

が
他
に
も
あ
る
よ
。

お
父
さ
ん：

そ
う
だ
ね
、
口
の
形
が

同
じ
だ
か
ら
読
み
取
り
に
く
い
ね
。

ナ
ナ：

じ
ゃ
あ
、
伝
え
た
い
こ
と
を

書
い
て
伝
え
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

の
？

お
父
さ
ん：

ラ
ラ
ち
ゃ
ん
が
言
っ
た

方
法
を
「
筆
談
」
と
言
う
ん
だ
よ
。

紙
に
書
い
た
り
、
手
の
ひ
ら
に
指
で

書
い
た
り
、
空
書
き
し
た
り
す
る
ん

だ
よ
。

ラ
ラ：

こ
れ
な
ら
簡
単
だ
ね
。

お
父
さ
ん：

だ
け
ど
こ
の
方
法
は
、

会
話
の
テ
ン
ポ
と
同
じ
よ
う
に
速
く

す
る
の
は
難
し
い
し
、
音
声
に
含
ま

れ
る
話
し
手
の
気
持
ち
の
表
現
、
感

情
な
ど
が
伝
わ
り
に
く
い
こ
と
も
あ

る
ん
だ
よ
。
講
演
会
な
ど
で
、
数
人

が
協
力
し
て
話
の
内
容
を
伝
え
る
要

約
筆
記
と
い
う
方
法
も
あ
る
よ
。

ナ
ナ：

も
う
、
他
に
は
方
法
が
な
い

の
？

ラ
ラ：

そ
う
だ
、「
手
話
」
が
あ
る

よ
。

お
父
さ
ん：

そ
う
だ
ね
。
手
話
は
、

視
覚
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

だ
か
ら
、
手
話
を
知
っ
て
い
る
人
な

ら
見
て
わ
か
り
や
す
い
ん
だ
よ
。
で

も
、
表
現
や
読
み
取
り
な
ど
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
に
は
、
あ
る
程
度
の

時
間
が
必
要
だ
け
れ
ど
ね
。

ナ
ナ：

そ
う
か
、
い
ろ
ん
な
方
法
が

あ
る
ん
だ
ね
。

お
父
さ
ん：

こ
の
他
に
も
、
言
葉
の

子
音
部
を
手
の
形
（
キ
ュ
ー
サ
イ
ン
）

で
表
す
「
キ
ュ
ー
ド
ス
ピ
ー
チ
法
」

や
「
指
文
字
」
な
ど
が
あ
る
よ
。

だ
か
ら
、
ど
れ
か
一
つ
を
選
ん
だ

り
、
い
く
つ
か
の
方
法
を
組
み
合
わ

せ
た
り
し
て
、
そ
の
人
に
合
わ
せ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が
け
る

こ
と
が
必
要
な
ん
だ
よ
。

ラ
ラ：

「
お
互
い
に
い
ろ
ん
な
方
法

で
ま
ず
話
し
て
み
る
こ
と
」
が
大
切

な
ん
だ
ね
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
蕁
七
二
―
一
五
一
〇
）
へ
。

な
お
、
耳
の
不
自
由
な
人
た
ち
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
に

つ
い
て
は
、
市
役
所
障
が
い
福
祉
課

（
蕁
三
四
―
四
五
九
三
）
へ
。

●虹のひろば

毎
月
11
日
は
「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」
で
す
。

シリーズ 人権4コマまんが

奈良市人権教育・啓発推進本部

人権擁護啓発作品から

伏見南小学校　永山郷子さん
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七つの色が存在しあうからこそ美しい虹のように
互いの違いを認めあう「共生の社会」をめざして

耳
の
不
自
由
な
人
た
ち
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
は
？



私
た
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
バ
ン
ビ
」
は
、
市
の
介
護

福
祉
講
座
を
修
了
し
た
数
名
で
平

成
六
年
三
月
に
始
め
ま
し
た
。

現
在
は
、
国
立
西
奈
良
療
養
所

バ
ン
ビ
病
棟
に
お
い
て
月
・
木
曜

日
の
入
浴
日
に
、
入
浴
後
の
衣
服

の
装
着
や
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
、
ス
キ

ン
ケ
ア
ー
な
ど
を
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
活
動
日
に
行
き
ま
す
と

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
あ
い

さ
つ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち

に
声
か
け
を
し
て
、
病
棟
ス
タ
ッ

フ
の
方
や
お
母
さ
ん
た
ち
と
一
緒

に
入
浴
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
の

衣
服
を
声
を
か
け
な
が
ら
装
着
し

て
い
き
ま
す
。
最
初
の
こ
ろ
は
病

棟
の
子
ど
も
た
ち
は
重
度
の
身
体

障
が
い
者
の
た
め
衣
服
を
着
せ
て

い
く
の
も
お
む
つ
を
す
る
の
も
と

ま
ど
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で

は
子
ど
も
た
ち
も
慣
れ
た
も
の

で
、
上
着
を
着
せ
る
の
に
、「
右

手
を
ち
ょ
う
だ
い
」
と
言
っ
て
い

る
の
に
わ
ざ
と
ち
じ
め
た
り
し
て

ふ
ざ
け
た
り
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
こ
ろ

は
今
の
言
葉
で
「
チ
ョ
ボ
ラ
」
な

ん
て
言
葉
も
無
く
、
数
名
の
会
員

で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
の
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
都
合

で
で
き
な
く
な
る
方
も
お
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ

や
お
母
さ
ん
た
ち
、
他
の
会
員
、

何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や

温
か
さ
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何

よ
り
も
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
や

他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ

て
い
る
方
々
に
巡
り
合
え
た
こ
と

は
、
心
の
財
産
が
で
き
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

も
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

を
持
た
れ
た
方
は
、「
チ
ョ
ボ
ラ
」

か
ら
で
も
始
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
バ
ン
ビ
で
一
緒
に

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

ち
な
み
に
、
春
に
療
養
所
の
丘

か
ら
眺
め
る
桜
は
と
て
も
美
し
い

風
景
で
す
よ
。

【
連
絡
先
】

吉
田
眞
子
（
蕁
〇
七
〇
―
六
二
七

一
―
三
一
六
六
）

●保健所だより・輪をひろげよう
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早
く
見
つ
け
て
治
療
を

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
「
大
酒
飲
み
」
や
「
飲
ん
だ
く
れ
」
と
い

う
呼
ば
れ
方
を
す
る
た
め
に
、
病
気
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
本
人
に

も
周
り
の
人
に
も
分
か
り
に
く
い
病
気
で
す
。

◆
ど
う
い
う
病
気
で
す
か
？

慢
性
で
進
行
性
の
病
気
で
す
。
飲

み
だ
す
と
適
量
で
や
め
る
こ
と
が
で

き
ず
、
泥
酔
す
る
ま
で
飲
み
続
け
て

し
ま
う
、
飲
酒
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
障

害
で
す
。

◆
ど
の
よ
う
な
症
状
が
あ
り
ま
す
か
？

左
図
の
よ
う
に
進
行
し
て
い
き
、

ア
ル
コ
ー
ル
が
切
れ
る
と
離
脱
症
状

と
し
て
震
え
や
発
汗
、
不
眠
、
け
い

れ
ん
発
作
、
虫
が
這
う
と
い
っ
た
幻

覚
が
あ
り
ま
す
。

依
存
症
の
影
響
は
、
本
人
だ
け
で

な
く
家
族

に
も
及
び

ま
す
。
心

配
す
る
家

族
は
悩
み

苦
し
み
、

本
人
の
飲

酒
に
振
り

回
さ
れ
ま
す
。依
存
症
の
治
療
に
は
、

家
族
に
も
正
し
い
知
識
と
接
し
方
が

大
切
で
す
。

◆
依
存
症
は
回
復
し
ま
す
か
？

飲
酒
を
や
め
続
け
る
こ
と
が
回
復

す
る
こ
と
で
す
。

ア
ル
コ
ー

ル
は
依
存
物

質
で
あ
る
た

め
、
一
度
依

存
す
る
と
や

め
続
け
る
の

は
難
し
い
で

す
が
、
実
際
に
飲
酒
を
断
っ
た
人
は

多
く
い
ま
す
。
決
し
て
、
意
志
が
弱

い
か
ら
や
め
ら
れ
な
い
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
飲
酒
を
一
人
で
や
め
る

の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
奈
良
市
の
各
地
域
で
断
酒
会
や

Ａ
Ａ
（
ア
ル
コ
ホ
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ノ

ニ
マ
ス
）
等
の
自
助
グ
ル
ー
プ
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
保
健
所
で
は
家
族
の
た

め
の
酒
害
者
家
族
教
室
を
毎
月
第
二

火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
本
人
や

家
族
の
相
談
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
保
健
所
保
健
予

防
課
（
蕁
二
三
―
六
一
七
三
）
へ
。

アルコール依存症の進行過程

ほとんど飲まない

たびたび飲む

毎日飲む

↓

↓

↓ （習慣飲酒）

（精神依存）

（身体依存）

↓

↓

↓

ときどき飲む

飲まずにはいられない

離脱症状

「やめようと」思っても
やめられない（連続飲酒）

↓
痴呆・死亡

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
　
サ
ー
ク
ル
紹
介 

●
バ
ン
ビ



●万葉歌碑を巡る・東西南北

チ
ャ
リ
テ
ィ
ビ
ン
ゴ
パ
ー
テ
ィ
ー

と
き
…
12
月
21
日
貍
午
前
11
時
　
▼

と
こ
ろ
…
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
奈
良

（
三
条
本
町
）

▼
内
容
…
薬
学
博
士
の

林
輝
明
さ
ん
の
講
演
「
食
の
話
」、
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
ゾ
ン
タ
ー
ク
」
に
よ

る
男
声
コ
ー
ラ
ス
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
。

昼
食
付
　
▼
参
加
料
…
８
千
円
　
▼
問

い
合
わ
せ
…
奈
良
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
の
大

西
さ
ん
（
蕁
二
六
―
六
八
三
五
）
へ
。

世
界
の
食
卓
交
流
（
中
国
編
）

と
き
…
12
月
21
日
貍
正
午
〜
午
後
３

時
　
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館
（
上
三

条
町
）

▼
定
員
…
30
人
　
▼
参
加
料

…
材
料
費
と
し
て
千
円
　
▼
問
い
合
わ

せ
…
譖
ま
ち
づ
く
り
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
（
蕁
三
三
―
五
九
三
一
）
へ
。

奈
良
パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

友
情
と
奉
仕
　
と
き
…
12
月
８
日
豸

午
前
11
時
〜
午
後
２
時
　
▼
と
こ
ろ
…

中
央
公
民
館
（
上
三
条
町
）

▼
出
品

内
容
…
手
作
り
品
、
日
用
雑
貨
、
食
料

品
、
衣
料
品
、
園
芸
、
バ
ッ
グ
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
な
ど
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
同

会
の
岩
城
さ
ん
（
蕁
二
二
―
〇
三
一
〇
）

か
永
井
さ
ん
（
蕁
二
三
―
九
九
五
七
）
へ
。

珠
玉
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

と
き
…
１
月
26
日
豸
午
後
１
時
〜
４

時
　
▼
と
こ
ろ
…
学
園
前
ホ
ー
ル
（
学

園
南
三
丁
目
）

▼
定
員
…
300
人
　
▼

問
い
合
わ
せ
…
関
西
芸
術
文
化
振
興
協
会

の
三
柴
さ
ん
（
蕁
五
一
―
四
六
七
一
）
へ
。

自
治
会
に
加
入
し
よ
う

明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
同
じ

地
域
に
住
む
人
た
ち
が
、
防
災
訓
練
、

町
内
一
斉
清
掃
、
分
別
収
集
、
文
化
活

動
な
ど
を
通
じ
て
協
力
し
合
う
組
織
で

す
。
よ
り
良
い
私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
自
治
会
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
自
治
連
合
会
（
市

役
所
地
域
振
興
課
内
）
へ
。

自
然
食
（
キ
ム
チ
漬
）
講
習
会

と
き
…
１
月
22
日
・
29
日
、
２
月
５

日
・
12
日
・
19
日
、
３
月
５
日
・
12

日
・
19
日
の
水
曜
日
午
後
１
時
半
〜
３

時
　
▼
と
こ
ろ
…
自
然
食
講
習
会
館

（
北
永
井
町
県
農
協
明
治
支
店
内
）

▼
定
員
…
各
30
人
　
▼
材
料
費
…
千
円

▼
締
め
切
り
…
12
月
16
日
必
着
　
▼
問

い
合
わ
せ
…
県
農
協
奈
良
地
区
統
括
奈
良

市
柏
木
支
店
（
蕁
三
四
―
三
〇
三
三
）
へ
。

人
権
ウ
ォ
ー
ク

と
き
…
12
月
８
日
豸
午
後
１
時
　
▼

コ
ー
ス
…
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
〜
法
隆
寺
〜

西
里
〜
藤
の
木
古
墳
〜
竜
田
新
宮
〜
竜

田
陣
屋
〜
塩
瀬
の
浜
〜
大
和
川
〜
Ｊ
Ｒ

王
寺
駅
（
行
程
約
８
㎞
）。「
私
の
見
た

人
権
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
作
品
も

募
集
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
部
落
差
別
等

撤
廃
と
人
権
確
立
を
目
指
す
奈
良
県
民

会
議
（
蕁
六
四
―
一
六
三
一
）
へ
。

母
子
福
祉
会
（
梅
花
会
）

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
集
い
「
と

も
だ
ち
」

内
容
…
毎
月
第
３
日
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
、
子
育
て
や
自
分
自

身
の
生
き
方
な
ど
の
情
報
交
換
や
仲
間

づ
く
り
の
場
に
し
て
い
ま
す
（
希
望
者

の
み
託
児
あ
り
）。

寡
婦
の
集
い

内
容
…
毎
月
第
２
日

曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
、
リ
サ
イ
ク
ル

手
芸
や
詩
吟
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を

通
し
、
寡
婦
の
情
報
交
換
、
仲
間
づ
く

り
の
場
に
し
て
い
ま
す
。
母
子
家
庭
の

母
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
西

木
辻
町
）

【
問
い
合
わ
せ
】
同
セ
ン
タ
ー
（
蕁
六

一
―
二
五
五
二
）
へ
。

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

と
き
…
１
月
24
日
貊
夜
〜
26
日
豸
２

泊
３
日
　
▼
行
き
先
…
戸
狩
ス
キ
ー
場

（
長
野
県
）

▼
定
員
…
小
学
３
年
〜

高
校
生
40
人
　
▼
参
加
料
…
２
万
９
千

500
円
。
貸
ス
キ
ー
・
ウ
ェ
ア
、
リ
フ
ト

代
は
別
途
必
要
　
▼
締
め
切
り
…
１
月

７
日
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
協
会
奈
良
市
支
部
（
蕁
二
二
―
〇

〇
〇
四
・
平
日
午
後
１
時
〜
５
時
）へ
。

放
送
大
学
学
生
を
募
集

対
象
…
学
部
全
科
履
修
生
、
大
学
院

修
士
科
目
生
＝
満
18
歳
以
上
の
人
。
学

部
選
科
・
科
目
履
修
生
＝
満
15
歳
以
上

の
人
。
入
学
試
験
は
な
し
　
▼
募
集
期

間
…
12
月
15
日
〜
来
年
２
月
28
日
　
▼

問
い
合
わ
せ
…
同
大
学
奈
良
学
習
セ
ン

タ
ー
（
奈
良
佐
保
短
期
大
学
内
蕁
六
四

―
二
六
九
五
）
へ
。
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●
奈
良
パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ビ
ン
ゴ
パ
ー
テ
ィ
ー

●
世
界
の
食
卓
交
流（
中
国
編
）

●
放
送
大
学
学
生
を
募
集

●
人
権
ウ
ォ
ー
ク

●
自
然
食
（
キ
ム
チ
漬
）
講
習
会

●
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

●
珠
玉
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

●
母
子
福
祉
会
（
梅
華
会
）

●
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

文
・
奈
良
市
に
万
葉
歌
碑
を
建
て
る
会

長
岡
玲
子

Ｎ 

秋
篠
川 

（がんこ一徹長屋内） 
歌碑 

　● 
薬師寺 

唐招提寺 
  　● 
 

近
鉄
西
ノ
京
駅 

寺
々
の
女め

餓
鬼
申ま
を

さ
く
大
神
お
ほ
み
わ

の

男を

餓
鬼
賜た
ば

り
て
そ
の
子
産
ま
は
む

（
万
葉
集
　
巻
一
六
　
三
八
四
〇
　
池
田
朝
臣
） その２０

仁井千鶴子書

こ
の
歌
碑
は
、
西
ノ
京
が
ん
こ

一
徹
長
屋
入
口
付
近
に
あ
り
ま
す
。

万
葉
集
の
歌
の
多
く
は
優
雅
に

歌
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
ユ
ニ

ー
ク
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
歌
も
多
く

あ
り
、
古
代
の
滑
稽
が
読
む
人
を

楽
し
ま
せ
ま
す
。
こ
の
歌
は
、
池

田
朝
臣
が
痩
せ
こ
け
た
親
友
の
大

神
朝
臣
奥
守
を
か
ら
か
っ
て
歌
い

ま
し
た
。

「
都
の
寺
々
の
餓
鬼
像
の
女
餓

鬼
た
ち
が
口
々
に
申
し
ま
す
こ
と

に
は
、
大
神
の
痩
せ
こ
け
た
男
餓

鬼
を
い
た
だ
い
て
そ
の
子
を
産
み

続
け
た
い
も
の
で
す
」。
大
神
は
こ

こ
で
三
輪
山
を
祭
る
氏
族
大
神
氏

を
さ
し
て
い
ま
す
。
神
職
を
仏
道

の
男
餓
鬼
と
見
立
て
た
ユ
ー
モ
ア

も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
大
神
奥
守
は
負
け
ず
に

返
歌
し
ま
す
。「
仏
様
を
作
る
朱
が

足
ら
な
け
れ
ば
池
田
朝
臣
の
鼻
の

上
を
掘
れ
」
と
、
池
田
氏
の
赤
っ

鼻
を
嘲
り
返
し
て
笑
い
を
さ
そ
い

ま
す
。
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十
月
と
し
て
は
暑
い
ぐ
ら
い
の
秋

晴
れ
の
昼
下
が
り
、
奈
良
市
写
真
美

術
館
に
伺
い
ま
し
た
。
破
石
町
バ
ス

停
で
下
車
し
、
静
か
な
家
並
み
の
中

を
東
へ
徒
歩
十
分
、
新
薬
師
寺
の
西

隣
に
あ
り
ま
す
。
見
事
な
瓦
葺
の
屋

根
と
や
さ
し
い
滝
の
音
に
迎
え
ら
れ

ま
す
。
私
は
、
特
に
南
側
か
ら
見
た

建
物
の
美
し
さ
に
感
動
し
ま
す
。

設
計
は
建
築
家
の
黒
川
紀
章
氏

で
、「
歴
史
と
現
代
の
共
生
」
と
い

う
同
氏
の
美
術
館
設
計
思
想
に
基
づ

き
、
環
境
と
の
調
和
に
最
大
の
配
慮

を
し
た
建
築
様
式
で
建
て
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
平
成
四
年
四
月
十
四
日
に

開
館
し
、今
年
で
十
年
に
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
こ
の
館
が
建
設
さ
れ
た

か
と
い
い
ま
す
と
、
約
半
世
紀
に
わ

た
っ
て
奈
良
・
大
和
路
を
撮
り
続
け

た
写
真
家
・
入
江
泰
鐡
氏
が
、
全
作

品
八
万
点
を
奈
良
市
へ
寄
付
さ
れ
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。四
季
の
風
景
、

伝
統
行
事
、
祈
り
の
仏
像
、
万
葉
の

花
等
々
、
奈
良
が
日
本
人
の
心
の
ふ

る
さ
と
と
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
入
江
氏
の
作
品
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
張
り
の
一
階
に
は
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

が
あ
り
ま
す
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
に
入
り
ま
す
と
、
薄
い
白
布
の
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
を
透
か
し
て
み
る
館
内

は
、
庭
の
池
の
さ
ざ
波
が
ゆ
ら
ゆ
ら

と
館
内
に
反
射
し
て
、
行
灯
風
の
照

明
灯
が
灯
り
、
や
す
ら
ぎ
の
和
の
世

界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

庭
園
は
な
だ
ら
か
に
傾
斜
し
、
内

外
か
ら
の
眺
望
は
清
楚
そ
の
も
の
で

す
。
そ
こ
で
は
、
草
月
流
の
方
々
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
建
物
に
よ
く
マ

ッ
チ
し
た
生
け
花
を
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
の

調
度
品
の
デ
ザ
イ
ン
や
食
器
選
び
な

ど
は
全
て
黒
川
氏
が
行
わ
れ
た
と
の

こ
と
。こ
れ
も
よ
く
合
っ
て
い
ま
す
。

地
下
に
降
り
ま
す
と
展
示
室
、
入

江
氏
を
紹
介
す
る
記
念
室
、講
座
室
、

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
資
料

閲
覧
室
、ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が
あ
り
、
有
料
の

展
示
部
門
以
外
は
自
由
に
利
用
で
き

ま
す
。
地
下
と
言
っ
て
も
、
段
々
畑

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
斜
面
と
滝
の
あ
る

庭
を
設
け
て
あ
る
た
め
、
ガ
ラ
ス
越

し
に
自
然
光
が
ふ
ん
だ
ん
に
入
り
、

地
下
の
暗
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
大
仏
開
眼
か
ら
千
二
百
五

十
年
で
す
。
こ
れ
に
ち
な
み
、
展
示

室
で
は
現
在
「
東
の
大
寺
（
ひ
む
か

し
の
お
ほ
て
ら
）
展
」
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
期
間
は
来
年
一
月
十
三

日
ま
で
で
、
小
川
晴
暘
、
入
江
泰
鐡
、

小
川
光
三
、
井
上
博
道
の
四
氏
の
作

家
に
よ
っ
て
東
大
寺
の
美
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
か
ら
地
下

に
降
り
て
い
く
と
、
真
正
面
に
入
江

作
品
で
あ
る
大
仏
さ
ん
の
慈
悲
に
満

ち
た
お
顔
の
写
真
が
、
実
物
大
で
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
仏
さ
ん
と
同

じ
視
線
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の

構
図
は
非
常
に
珍
し
く
、
こ
の
写
真

は
お
そ
ら
く
大
仏
殿
昭
和
大
修
理
の

際
に
組
ま
れ
た
足
場
か
ら
撮
影
さ
れ

た
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
よ
り
多
く

の
入
江
作
品
を
鑑
賞
し
て

い
た
だ
こ
う
と
開
設
さ
れ

た
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
、
鮮
明
な
画
像

を
大
画
面
に
再
現
で
き
る

た
め
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

入
っ
て
、
印
画
紙
に
は
な

い
、
ま
た
格
別
の
楽
し
み

方
が
で
き
ま
す
。

昨
今
は
不
況
の
影
響

か
、
全
国
的
に
美
術
館
の
入
館
者
数

が
減
っ
て
お
り
、
同
館
で
も
い
ろ
い

ろ
ご
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
こ

で
、
毎
週
水
曜
日
に
学
芸
員
会
議
を

さ
れ
、
入
江
作
品
の
保
存
と
公
開
は

も
ち
ろ
ん
、
入
江
氏
が
め
ざ
し
た
古

代
文
化
や
自
然
景
観
の
美
を
鑑
賞
す

る
館
と
し
て
、
よ
り
魅
力
あ
る
美
術

館
を
め
ざ
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
来
館
者
に
よ

る
投
票
の
中
で
希
望
の
多
か
っ
た
作

品
約
三
十
点
を
展
示
す
る
「
あ
な
た

が
選
ぶ
リ
ク
エ
ス
ト
展
・
も
う
一
度

見
た
い
入
江
作
品
」
が
来
年
一
月
十

八
日
か
ら
三
月
二
十
三
日
ま
で
開
か

れ
ま
す
。
ほ
か
に
、
作
品
や
写
真
そ

の
も
の
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

市
民
参
加
の
写
真
教
室
や
自
主
講

座
、
夏
休
み
な
ど
は
子
ど
も
対
象
の

教
室
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

入
江
作
品
に
出
会
う
た
び
に
、
素

晴
ら
し
い
構
図
と
刻
一
刻
と
変
わ
る

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
に
感
動
を
覚

え
る
と
と
も
に
感
謝
の
気
持
ち
す
ら

湧
い
て
き
て
、
写
真
と
は
何
と
素
晴

ら
し
い
「
絵
画
」
な
の
で
し
ょ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
仏
像
の
写
真
一
枚
一
枚
を

見
な
が
ら
、
写
真
の
構
図
に
お
け
る

余
白
の
持
つ
意
味
な
ど
を
学
芸
員
の

方
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

来
、仏
像
は
お
堂
の
中
に
あ
る
の
で
、

実
物
を
見
る
と
き
は
背
景
が
あ
り
ま

す
が
、
入
江
の
仏
像
写
真
は
、
背
景

を
黒
く
し
て
余
白
を
取
っ
て
い
る
も

の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
余
白
や

色
合
い
で
仏
の
崇
高
美
が
際
立
っ
て

見
え
、
実
物
を
目
に
し
た
と
き
感
じ

な
か
っ
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
、
大
変

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
、
静
寂
に
包
ま
れ
た

美
術
館
へ
、
素
晴
ら
し
い
芸
術
写
真

に
出
会
い
に
行
か
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

素
晴
ら
し
い
芸
術
作
品
に

出
会
い
ま
せ
ん
か

仲西紀子さん

静
か
な
環
境
の
中
に
あ
る
写
真
美
術
館

入
口
に
展
示
さ
れ
て
い
る
大
仏
さ
ん
の
実
物
大
写
真

◆
奈
良
市
写
真
美
術
館

〒
630-

8301
高
畑
町
六
〇
〇
―
一

蕁
二
二
―
九
八
一
一

開
館
時
間
…
午
前
９
時
半
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
４
時
半
ま
で
）

▼

休
館
日
…
月
曜
日
（
12
月
23
日
は
開

館
）、
12
月
24
日
、
12
月
27
日
〜
来
年

１
月
３
日
　
▼
観
覧
料
…
大
人
500
円
、

高
校
・
大
学
生
200
円
、
小
・
中
学
生

100
円
。
毎
週
土
曜
日
は
小
〜
高
校
生

は
無
料
。
第
２
土
曜
日
午
後
２
時
か

ら
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
。



行
政

訪
問
業
者
に
ご
注
意
を
！

最
近
、
市
の
委
託
業
者
と
装
い
、「
点
検

や
清
掃
が
義
務
」「
市
か
ら
補
助
金
が
出
る
」

と
言
葉
巧
み
に
宅
地
内
の
下
水
道
排
水
設
備

の
点
検
や
清
掃
を
行
い
、
高
額
な
料
金
を
請

求
す
る
事
象
が
起
き
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
業
者
に
委
託

を
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
各
家
庭
の
排
水
設
備
の
点
検
や

清
掃
は
、各
自
の
責
任
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
下
水
道
管
理
課

（
蕁
三
四
―
四
七
五
一
）
へ
。

高
等
学
校
等
進
学
支
度
金
の

申
請
期
間
を
延
長
し
ま
す

申
請
受
付
を
12
月
27
日
ま
で
延
長
し
ま
す

の
で
、
次
の
受
給
資
格
の
全
て
に
該
当
す
る

人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
給
資
格
】

漓
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程

ま
た
は
高
等
専
門

学
校
へ
進
学
し
、

本
市
に
住
所
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

滷
奈
良
県
高
等
学

校
等
奨
学
金
、
生

活
福
祉
資
金
の
修

学
資
金
、
母
子
・

寡
婦
福
祉
資
金
の
修
学
資
金
の
い
ず
れ
か
の

貸
与
の
決
定
を
６
月
30
日
ま
で
に
受
け
て
い

る
こ
と
。

澆
奈
良
市
以
外
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
同
様

の
趣
旨
の
給
付
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

【
支
給
金
額
】
国
公
立
の
高
等
学
校
等
＝
10

万
円
、
私
立
の
高
等
学
校
等
＝
20
万
円

【
必
要
な
書
類
】
申
請
書
、
在
学
証
明
書
、

奨
学
金
ま
た
は
修
学
資
金
の
貸
与
決
定
通
知

書
、
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
ま
た
は
外

国
人
登
録
済
証
明
書

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
学
務
課
へ
。

母
子
家
庭
の
新
入
学
児
童
へ
お
祝
い
品

来
年
小
学
校
に
入
学
す
る
母
子
家
庭
な
ど

の
児
童
を
激
励
す
る
た
め
、
県
か
ら
母
子
福

祉
委
員
を
通
し
て
お
祝
い
品
（
文
具
券
）
を

届
け
ま
す
。

対
象
…
12
月
１
日
現
在
、
母
子
家
庭
か
父

母
の
い
な
い
児
童
で
、
来
年
４
月
に
小
学
校

に
入
学
す
る
児
童
（
来
年
３
月
の
配
布
時
に

県
外
に
転
出
し
て
い
る
児
童
は
除
く
）

▼

申
し
込
み
…
直
接
ま
た
は
郵
送
で
住
所
、
母

子
の
氏
名
、
対
象
と
な
る
子
の
生
年
月
日
、

性
別
、
就
学
予
定
校
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

12
月
20
日
必
着
で
市
役
所
児
童
課
へ
。

文
化
財
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

１
月
23
日
〜
29
日
の
文
化
財
防
火
週
間
に

ち
な
み
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
文
化
財

を
火
災
か
ら
守
り
、
後
世
に
伝
え
残
す
心
を

呼
び
起
こ
そ
う
と
募
集
し
ま
す
。

入
賞
・
入
選
作
品
は
１
月
22
日
〜
29
日
午

前
９
時
〜
午
後
９
時
に
西
部
公
民
館
（
学
園

南
三
丁
目
）
で
展
示

し
ま
す
。

作
品
…
四
つ
切
り

画
用
紙
で
文
化
財
防

火
に
関
す
る
標
語
の

入
っ
た
も
の
。
一
人

１
点
　
▼
応
募
…
裏

面
に
学
校
名
、
学
年
、

組
、
氏
名
を
書
い
て
、

１
月
10
日
ま
で
に
市
役
所
文
化
財
課
へ
。

平
成14

年
分
譲
渡
所
得
の
申
告
説
明
会

平
成
14
年
に
土
地
や
家
屋
等
を
売
っ
た
人

を
対
象
に
、
譲
渡
所
得
の
計
算
方
法
の
説
明

会
を
開
き
ま
す
。

と
き
…
12
月
19
日
貅
午
前
の
部
＝
10
時
〜

正
午
、
午
後
の
部
＝
２
時
〜
４
時
　
▼
と
こ

ろ
…
中
央
公
民
館
（
上
三
条
町
）

▼
持
ち

物
…
譲
渡
に
関
す
る
書
類
、
筆
記
・
計
算
用

具
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
奈
良
税
務
署
（
蕁
二

六
―
一
二
〇
一
）
へ
。

少
し
の
努
力
が
地
球
を
救
う

12
月
は
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
・
地
球

温
暖
化
防
止
月
間

日
常
生
活
の
中
で
の
ほ
ん
の
少
し
の
心
が

け
で
も
、
み
ん
な
で
実
践
す
れ
ば
大
気
汚
染

や
地
球
温
暖
化
を
防
止
し
ま
す
。

大
気
が
特
に

汚
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る

こ
の
時
期
に
、

次
の
よ
う
な
こ

と
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆
近
所
へ
の
買

い
物
は
、
自
転
車
を
利
用
し
た
り
歩
い
て
出

か
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
の
買
い
物
袋

を
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
通
勤
や
週
末
の
外
出
の
と
き
は
、
マ
イ
カ

ー
を
ひ
か
え
て
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

◆
車
で
人
を
待
つ
と
き
や
荷
物
の
積
み
降
ろ

し
の
と
き
は
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
部
屋
の
温
度
は
、
こ
ま
め
に
暖
房
器
具
の

ス
イ
ッ
チ
を
切
る
な
ど
し
て
、
暖
め
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
環
境
保
全
課
へ
。

お知らせ●市役所蕁34-1111豎 〒630-8580 二条大路南一丁目1-1

12
月
18
日
は
水
道
料
金
等
の
口
座
振
替
日
で
す
。

奈良しみんだより
2002年12月1日号9

悪
質
な
訪
問
業
者
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

母
子
家
庭
の

新
入
学
児
童
へ
お
祝
い
品

文
化
財
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

高
等
学
校
等
進
学
支
度
金

申
請
期
間
を
延
長

行
　
　
政

次の市有財産を、一般競争入札により売払します。
【公売物件】所在…六条西五丁目　蜷地番…５４４８―
１　蜷地目…溜池　蜷公簿面積…2778裃 蜷実測面積…
2778.48裃
【入札に参加できない人】地方自治法施行令第167条の４
第１項に該当する者、同条第２項各号の一に該当し奈
良市契約規則第３条の規定により市の入札に参加を禁
じられている者
【入札受付】12月25日貉に市役所北棟６階第21会議室で
行います。受付時間は午前10時～10時半ですので、こ
の間に入札保証金を納入し、受付を完了してください。
【入札・開札】12月25日貉午前11時から市役所北棟６階
第21会議室で行います。入札締切後、直ちに開札を行
います。
【入札保証金】入札金額の100分の５以上に相当する金
額を、現金か銀行振出小切手により、入札受付場所で
納入してください。
【説明会】12月10日貂午前10時から市役所北棟６階第22
会議室で行います。公売物件について条件を指定して
いますので、入札に参加する人は参加してください。
参加できない人は、12月11日～24日に市役所管財課で
入札関連書類を渡しますので、必ず来てください。
【問い合わせ】同課（蕁３４―４７２４）へ。

市有財産の公売 平
成
14
年
分
譲
渡
所
得
の

申
告
説
明
会

ち
ょ
っ
と
し
た
努
力
が

地
球
を
救
い
ま
す



国
民
年
金
基
金

自
営
業
な
ど
の
人
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

国
民
年
金
に
プ
ラ
ス
す
る
年
金
と
し
て
平
成

３
年
か
ら
始
ま
っ
た
公
的
な
年
金
で
す
。

対
象
は
国
民
年
金
加
入
中
（
第
１
号
被
保

険
者
）
で
５
種
類
の
年
金
タ
イ
プ
が
あ
り
、

年
金
額
や
給
付
の
型
は
自
由
に
選
択
で
き
、

年
金
額
が
保
証
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
証
期

間
の
あ
る
型
（
Ｂ
型
以
外
）
に
加
入
す
る
と
、

年
金
を
受
け
る
前
や
保
証
期
間
内
に
亡
く
な

っ
た
場
合
、
遺
族
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
の

で
、
掛
け
捨
て
に
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
受
け
取
る
年
金
に
も
公
的
年
金

等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
県
国
民
年
金
基
金
（
蕁
三

六
―
五
七
六
一
）
へ
。

不
用
と
な
っ
た
農
薬
の
回
収
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
と
農
薬
販
売
業
者
が
、
不

用
と
な
っ
た
農
薬
の
回
収
を
１
月
31
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
（
経
費
は
実
費
が
必
要
）。

【
問
い
合
わ
せ
】
農
薬
適
正
使
用
緊
急
対
策
会
議

（
県
農
業
振
興
課
内
蕁
二
二
―
四
〇
四
四
）
へ
。

自
衛
隊
生
徒
募
集

入
校
先
…
陸
上
自
衛
隊
少
年
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）、
海
上
自
衛
隊
第
一

術
科
学
校
（
広
島
県
江
田
島
町
）、
航
空
自

衛
隊
航
空
教
育
隊
（
埼
玉
県
熊
谷
市
）

▼

資
格
…
中
卒
（
見
込
み
含
む
）
の
17
歳
未
満

の
男
子
　
▼
締
め
切
り
…
１
月
７
日
　
▼
試

験
…
１
月
11
日
貍
に
県
中
小
企
業
会
館
（
登

大
路
町
）
で
実
施
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
自
衛
隊

奈
良
募
集
案
内
所
（
蕁
二
七
―
五
七
〇
一
）
へ
。

催
し
・
教
室

な
ら
奈
良
館

〈「
春
日
若
宮
お
ん
祭
」
企
画
〉

「
春
日
若
宮
お
ん
祭
」
板
絵
展

お
ん
祭
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う

と
、
市
内
在
住
の
作
家
で
あ
る
岡
田
真
由
子

さ
ん
の
板
絵
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
…
12
月
１
日
豸
〜
17
日
貂
（
９
日
、

16
日
は
休
館
）

お
渡
り
式
が
見
学
で
き
ま
す

12
月
17
日
貂
正
午
に
県
庁
前
広
場
を
出
発

す
る
お
渡
り
式
で
、

平
安
時
代
か
ら
江

戸
時
代
ま
で
の
伝

統
行
列
が
練
り
歩

く
様
子
を
同
館
か

ら
見
学
で
き
ま
す
。

ま
た
、
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
で
お
ん
祭

の
ビ
デ
オ
も
放
映
し
ま
す
。

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
半
ま
で
）

【
入
館
料
】
一
般
300
円
、
高
校
生
200
円
、
小
・

中
学
生
100
円

青
少
年
児
童
会
館

二
〇
〇
二
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

ゲ
ー
ム
や
ク
ラ
フ
ト
で
友
情
の
輪
を
広
げ

な
が
ら
、
愉
快
な
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
す
ご

し
ま
し
ょ
う
。

と
き
…
12
月
15
日
豸
午
前
９
時
半
〜
11
時

45
分
　
▼
定
員
…
小
学
生
80
人
　
▼
内
容
…

ゲ
ー
ム
、
ア
ニ
メ
映
画
、
ク
ラ
フ
ト
　
▼
申

し
込
み
…
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
12
月
10
日
ま
で
に
同

館
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

奈
良
市
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

親
子
・
も
ち
つ
き
と
正
月
飾
り
作
り

正
月
用
の
し
め

縄
や
門
松
の
制
作

や
、
参
加
者
全
員

に
よ
る
餅
つ
き
が

あ
り
ま
す
。

と
き
…
12
月
22

日
豸
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
　
▼
定
員
…
小

学
生
を
含
む
家
族
約
80
人
　
▼
参
加
料
…
３

歳
以
上
一
人
500
円
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は

が
き
に
住
所
、
全
員
の
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
書
い
て
、
12
月
15
日
必
着
で
同
セ
ン

タ
ー
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
母
と
子
の
家
」

母
子
家
庭
の
「
親
子
餅
つ
き
大
会
」

と

き
…
12
月
29
日
豸
午
前
10
時
〜
正
午
　
▼
と

こ
ろ
…
同
セ
ン
タ
ー
と
春
日
保
育
園
園
庭

▼
定
員
…
母
子
家
庭
の
母
と
子
（
中
学
生
ま

で
）
300
人
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に

住
所
、
母
子
の
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
を

書
い
て
、12
月
14
日
必
着
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

多
い
場
合
は
抽
選
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

手
芸
教
室
　
と
き
…
１
月
17
日
〜
２
月
14

日
の
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
。
５
回

▼
定
員
…
障
が
い
者
10
人
　
▼
内
容
…
布
製

の
リ
ー
ス
作
り
　
▼
材
料
費
…
３
千
円
程
度

▼
申
し
込
み
…
同
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
用

紙
か
は
が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

番
号
、
年
齢
、
性
別
、
障
が
い
の
種
別
・
等

級
を
書
い
て
、
12
月
20
日
必
着
で
同
セ
ン
タ

ー
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

パ
ソ
コ
ン
教
室
　
と
き

…
１
月
14
日
〜
30
日
の
毎

週
火
・
木
曜
日
午
前
10
時

〜
正
午
。
６
回
　
▼
定
員

…
キ
ー
ボ
ー
ド
の
基
本
操

作
が
可
能
な
障
が
い
者
10
人
　
▼
内
容
…
ウ

イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
と
ワ
ー
ド
の
基
本
操
作

▼
テ
キ
ス
ト
代
…
千
円
程
度
　
▼
持
ち
物
…

筆
記
用
具
　
▼
申
し
込
み
…
同
セ
ン
タ
ー
備

え
付
け
の
用
紙
か
は
が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電

話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
、
障
が
い
の
種

別
・
等
級
を
書
い
て
、
12
月
20
日
必
着
で
同

セ
ン
タ
ー
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
奈
良

冬
期
親
子
体
操
教
室
　
と
き
…
１
月
25
日

〜
３
月
８
日
の
毎
週
土
曜
日
。
一
部
（
楽
し

く
体
を
動
か
す
）＝
午
後
２
時
〜
３
時
20
分
、

二
部
（
基
礎
体
力
を
つ
け
る
）
＝
午
後
３
時

半
〜
４
時
50
分
。
各
７
回
　
▼
定
員
…
小
学

生
以
上
の
知
的
障
が
い
児
・
者
と
肢
体
不
自

由
児
・
者
50
家
族
　
▼
持
ち
物
…
上
靴
　
▼

申
し
込
み
…
同
館
備
え
付
け
の
用
紙
か
は
が

き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
障
が
い
の
種
別
・
等
級
、

保
護
者
名
を
書
い
て
、
12
月
27
日
必
着
で
同

所
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
　
と
き

…
１
月
23
日
〜
３
月
６
日
の
毎
週
木
曜
日
午

後
６
時
半
〜
８
時
半
。
７
回
　
▼
定
員
…
16

歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
と
健
常
者
20
人

▼
内
容
…
競
技
に
必
要
な
車
椅
子
の
操
作
、
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12
月
15
日
〜
25
日
は
国
民
健
康
保
険
料
第
7
期
分
の
納
期
で
す
。
保
険
料
は
医
療
費
を
支
払
う
大
切
な
財
源
で
す
。
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総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
631-

0801
左
京
五
丁
目
三
ー
一

蕁
七
一
ー
〇
七
七
〇

薨
七
一
ー
〇
七
七
三

催
し
・
教
室

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
奈
良

〒
631-

0801
左
京
五
丁
目
三
ー
一

蕁
七
一
ー
〇
七
七
五

薨
七
一
ー
〇
七
七
三

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8325
西
木
辻
町
一
五
九
ー
二
四

蕁
六
一
ー
二
五
五
二

な
ら
奈
良
館

〒
630--

8215
東
向
中
町
二
八
近
鉄
奈
良
駅
ビ
ル
四
・
五
階

蕁
二
二
ー
七
〇
七
〇

国
民
年
金
基
金

不
用
と
な
っ
た
農
薬
を

回
収
し
て
い
ま
す

自
衛
隊
生
徒
を
募
集

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

〒
630-

1241
阪
原
町
二
五
ー
一

蕁
九
三
ー
〇
〇
二
九

青
少
年
児
童
会
館

〒
630-

8325
西
木
辻
町
二
〇
〇

蕁
二
二
ー
七
〇
三
七



パ
ス
・
シ
ュ
ー
ト
の
基
本
技
術
の
習
得
、
ゲ

ー
ム
実
践
　
▼
持
ち
物
…
体
育
館
靴
、
運
動

着
　
▼
申
し
込
み
…
同
館
備
え
付
け
の
用
紙

か
は
が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
障
が
い
の
有
無
・

種
別
・
等
級
を
書
い
て
、
12
月
27
日
必
着
で

同
所
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

西
老
春
の
家

お
楽
し
み
音
楽
会
　
と
き
…
12
月
14
日
貍

午
後
１
時
半
〜
３
時
半
　
▼
内
容
…
第
一

部
＝
荒
井
良
子
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
マ
ー
レ

に
よ
る
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
。
第
二
部
＝
小
野

寺
啓
祐
と
ナ
レ
オ
・
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ス
に
よ

る
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
懐
か
し
の

名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
　
▼
対
象
…
60
歳
以
上
と

そ
の
家
族
　
▼
申
し
込
み
…
不
要
。
当
日
直

接
会
場
へ
。

東
老
春
の
家

年
忘
れ
か
く
し
芸
大
会

楽
器
演
奏
、
手
品
、
仮

装
、
漫
談
、
舞
踊
、
民
謡
、

詩
吟
、
民
舞
、
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
、
お
も
し
ろ
く
楽
し

い
か
く
し
芸
大
会
で
す
。

と
き
…
12
月
８
日
豸
午

前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半
　
▼
申
し
込
み
…

不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ
。
当
日
飛
び
入
り

出
演
は
不
可
。

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
奈
良
）

パ
ソ
コ
ン
・
表
計
算
中
級
教
室
（
土
曜
日

午
後
コ
ー
ス
）

と
き
…
１
月
18
日
〜
３
月

８
日
の
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
。
８

回
　
▼
定
員
…
15
人
。
在
勤
も
可
　
▼
内
容

…
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
二
〇
〇
〇
と
エ
ク
セ
ル
で

の
表
計
算
　
▼
受
講
料
…
８
千
600
円
（
教
材

費
を
含
む
）

パ
ソ
コ
ン
・
文

書
作
成
中
級
教
室

（
日
曜
日
午
後
コ
ー

ス
）

と
き
…
１

月
19
日
〜
３
月
９

日
の
毎
週
日
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
。８
回
　
▼
定
員
…
15
人
。

在
勤
も
可
　
▼
内
容
…
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
二
〇

〇
〇
と
ワ
ー
ド
で
の
文
書
作
成
と
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
成
　
▼
受
講
料
…
８
千
600
円
（
教
材

費
を
含
む
）

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、
コ

ー
ス
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
勤
務

先
を
書
い
て
、
12
月
15
日
必
着
で
同
セ
ン
タ

ー
へ
。１
枚
に
一
人
１
教
室
１
コ
ー
ス
限
り
。

同
一
コ
ー
ス
で
の
複
数
応
募
は
で
き
ま
せ

ん
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
抽
選
日
変
更

２
月
分
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
抽
選
会
は
12

月
21
日
貍
午
後
２
時
に
変
更
し
ま
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル
（
平
日
分
）
抽
選
日
変
更

４
月
分
の
多
目
的
ホ
ー
ル
の
抽
選
会
は
12

月
25
日
貉
の
午
前
10
時
（
午
前
・
午
後
分
）、

午
後
７
時
（
夜
間
分
）
に
変
更
し
ま
す
。

奈
良
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

財
務
諸
表
の
見
方
と
資
金
繰
り
セ
ミ
ナ
ー

財
務
諸
表
の
見
方
を
理
解
し
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
に
よ
る
資
金
の
流
れ
を

経
営
に
生
か
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
経
営

の
す
す
め
と
資
金
計
画
表
の
作
成
ポ
イ
ン
ト

を
学
び
ま
す
。

と
き
…
１
月
17
日
貊
午
後
１
時
〜
５
時

（
コ
ー
ス
番
号
Ａ
31
）

▼
定
員
…
20
人

▼
受
講
料
…
千
800
円
（
教
材
費
を
含
む
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｅ
メ
ー
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
理
解
し
、

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
や
Ｅ
メ
ー
ル
を
使
う

た
め
の
操
作
と
、
利
用
上
の
注
意
事
項
を
学

び
ま
す
。

と
き
…
１
月
24
日
貊
午
後
１
時
〜
５
時

（
コ
ー
ス
番
号
Ｓ
11
）

▼
定
員
…
20
人

▼
受
講
料
…
２
千
785
円
（
教
材
費
を
含
む
）

会
社
案
内
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
作
成

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
サ

イ
ト
管
理
方
法
を
身
に

つ
け
、
わ
か
り
や
す
く

見
や
す
い
会
社
案
内
の

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
作
り

方
を
学
び
ま
す
。

と
き
…
１
月
27
日

豺
・
28
日
貂
漓
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
（
コ

ー
ス
番
号
Ｐ
51
）
滷
午
後
２
時
〜
５
時
（
コ

ー
ス
番
号
Ｐ
52
）

▼
定
員
…
各
20
人
　
▼

受
講
料
…
３
千
720
円
（
教
材
費
を
含
む
）

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
講
習
名
、
コ

ー
ス
番
号
、
開
催
月
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
い
ず
れ
も
12
月
15
日

必
着
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
１
枚
に
一
人
１
講

習
限
り
。
同
一
講
習
で
の
複
数
応
募
は
で
き

ま
せ
ん
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

な
ら
ま
ち
写
生
会
作
品
展

譛
な
ら
ま
ち
振
興
財
団
が
、
小
・
中
学
生

を
対
象
に
開
い
た
写
生
会
の
入
賞
作
品
の
展

示
会
を
開
き
ま
す
。
入
場
は
自
由
で
す
。

【
特
選
・
準
特
選
・
佳
作
】
と
き
…
12
月
10

日
貂
〜
15
日
豸
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最

終
日
は
正
午
ま
で
）

▼
と
こ
ろ
…
な
ら
ま

ち
セ
ン
タ
ー
（
東
寺
林
町
）

【
特
選
・
準
特
選
】
と
き
…
12
月
17
日
貂
〜

25
日
貉
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
24
日
は
休

館
）

▼
と
こ
ろ
…
な
ら
ま
ち
格
子
の
家

（
元
興
寺
町
）

【
問
い
合
わ
せ
】
同
財
団
（
蕁
二
七
―
一
八

二
〇
）
へ
。

お知らせ●西部出張所蕁44-1001 東部出張所蕁93-0001 北部出張所蕁71-1017

12
月
23
日
の
天
皇
誕
生
日
も
、
ご
み
・
再
生
資
源
の
収
集
は
通
常
通
り
行
い
ま
す
。

奈良しみんだより
2002年12月1日号11

奈
良
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8217
橋
本
町
三
ー
一

蕁
二
七
ー
九
四
〇
〇

薨
二
七
ー
九
四
〇
一

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
奈
良
）

〒
630-

8106
佐
保
台
西
町
一
一
五
　
蕁
七
一
ー
二
四
四
四

とき…２月11日豢午前８時35分スタート。雨天決
行　蜷コース…鴻ノ池陸上競技場→奈良加茂線→な
らやま大通り折り返し　蜷種別資格…第１部（10
袰）＝中学生を除く15歳以上、第２部（５袰）＝中
学生以上（未成年者は保護者の承認が必要）、第３
部（2.5袰）＝小学４～６年生（保護者の承認が必要）、
駅伝（10袰５区間）＝男女各中学校２チ－ム（中学
校長の承認が必要）。いずれも在勤・在学でも可
蜷参加料…保険料など800円（小学生500円） 蜷申
し込み…市役所体育課、各出張所・連絡所・公民館
に備え付けの用紙で参加料を添えて、１月９日まで
に市役所体育課へ。

西
老
春
の
家

〒
631-

0024
百
楽
園
一
丁
目
九
ー
一
三

蕁
四
一
ー
三
一
五
一

東
老
春
の
家

〒
630-

8113
法
蓮
町
一
七
〇
二
ー
一

蕁
二
四
ー
三
一
五
一

な
ら
ま
ち
写
生
会
作
品
展

冬冬冬冬のののの大大大大和和和和路路路路をををを走走走走りりりりまままませせせせんんんんかかかか

市市市市民民民民ママママララララソソソソンンンン大大大大会会会会



防
災
講
演
会

近
年
の
異
常
気
象
に
伴
い
、
強
大
な
台
風

が
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
台

風
に
対
す
る
自
主
的
な
防
災
活
動
や
対
策
に

つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う

と
開
き
ま
す
。

と
き
…
１
月
17

日
貊
午
後
１
時
半

〜
３
時
　
▼
と
こ

ろ
…
防
災
セ
ン
タ

ー
　
▼
講
師
・
テ
ー
マ
…
奈
良
地
方
気
象
台

気
象
台
長
の
原
達
也
さ
ん
・
台
風
と
地
震

▼
定
員
…
150
人
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

12
月
15
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
〒
630-

8145

八
条
五
丁
目
四
〇
四
―
一
　
蕁
三
五
―
一
一

〇
六
）
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

防
災
セ
ン
タ
ー

応
急
手
当
普
及
講
習

〜
あ
な
た
に
も
で
き
る
救
命
処
置
〜

命
を
救
う
応
急
手
当
の
正
し
い
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
開
き
ま
す
。

と
き
…
12
月
11
日
貉
午
後
１
時
〜
４
時

▼
定
員
…
30
人
　
▼
内
容
…
心
肺
そ
生
法
、

大
出
血
時
の
止
血
法
　
▼
申
し
込
み
…
講
習

日
の
前
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
ま
た
、

各
種
グ
ル
ー
プ
等
の
要
請
に
応
じ
て
指
導
員
を

派
遣
し
ま
す
の
で
問
い
あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

名
勝
大
乗
院
庭
園
文
化
館

お
茶
席
　
と
き
…
12
月
８
日
豸
午
前
10
時

半
〜
午
後
３
時
半
　
▼
定
員
…
先
着
100
人

▼
お
茶
券
…
300
円
。

音
声
館

ひ
つ
じ
年
に
贈
る
め
で
た
い
話

ひ
つ
じ
年
に
ま
つ
わ
る
万
葉
集
の
講
演
会

と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

と
き
…
１
月
11
日
貍
午
後
２
時
〜
３
時
半

▼
定
員
…
小
学
生
以
上
90
人
　
▼
出
演
…
奈

良
大
学
助
教
授
の
上
野
誠
さ
ん
、
荒
井
敦
子

音
声
館
館
長
と
同
館
ス
タ
ッ
フ
　
▼
申
し
込

み
…
往
復
は
が
き
に
催
し
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
（
え
と
）、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
12

月
16
日
必
着
で
同
館
へ
。１
枚
に
一
人
限
り
。

多
い
場
合
は
抽
選
。

新
春
茶
会

淡
交
会
奈
良
支
部
青
年
部
と
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
、
気
軽
な
お
茶
会
で
す
。
抽
選
で
創

作
和
菓
子
が
当
た
り
ま
す
。

と
き
…
１
月
11
日
貍
漓
午
後
１
時
〜
１
時

45
分
滷
３
時
半
〜
４
時
15
分
。
入
場
自
由
。

ス
ポ
ー
ツ

武
道
、
坐
禅
教
室

剣
道
教
室
（
小
学
生
の
部
）

と
き
…
１

月
７
日
貂
か
ら
毎
週

月
・
火
・
金
曜
日
午

後
５
時
半
〜
６
時
半

▼
定
員
…
小
学
生
以

上
30
人

剣
道
教
室
（
中
学

生
以
上
の
経
験
者
の

部
）

と
き
…
１
月
７
日
貂
か
ら
毎
週
月
・

火
・
木
・
金
曜
日
午
後
６
時
半
〜
７
時
半

▼
定
員
…
中
学
生
以
上
の
経
験
者
20
人

柔
道
教
室
（
小
学
生
の
部
）

と
き
…
１

月
７
日
貂
か
ら
毎
週
火
・
木
曜
日
の
午
後
５

時
〜
６
時
半
、
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
半
〜

３
時
　
▼
定
員
…
小
学
生
以
上
15
人

柔
道
教
室
（
中
学
生
以
上
の
部
）

と
き

…
１
月
７
日
貂
か

ら
毎
週
火
・
木
曜

日
の
午
後
６
時
〜

７
時
半
、
毎
週
土

曜
日
の
午
後
２
時

半
〜
４
時
　
▼
定

員
…
中
学
生
〜
35

歳
15
人

な
ぎ
な
た
教
室
　
と
き
…
１
月
９
日
貅
か

ら
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
毎
週
木

曜
日
午
後
４
時
半
〜
６
時
、
毎
週
土
曜
日
の

午
後
１
時
〜
３
時
　
▼
定
員
…
小
学
２
年
生

以
上
20
人
。
高
校
生
以
下
は
木
・
土
曜
日
の
み

や
り
教
室
（
宝
蔵
院
流
）

と
き
…
１
月

11
日
貍
か
ら
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

▼
定
員
…
高
校
３
年
生
以
上
の
男
性
10
人

弓
道
教
室
　
と
き

…
１
月
11
日
貍
か
ら

毎
週
土
曜
日
午
後
５

時
〜
７
時
　
▼
定
員

…
高
校
生
以
上
の
初

心
者
20
人
。

坐
禅
教
室
　
と
き

…
１
月
12
日
豸
か
ら
毎
週
日
曜
日
午
前
７
時

〜
８
時
半
　
▼
定
員
…
高
校
生
以
上
10
人
。

【
受
講
料
】
３
か
月
で
２
千
円

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
（
学
生
は

学
校
名
・
学
年
）、
性
別
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、
12
月
13
日
必
着
で
市
武
道
振
興
会

（
〒
630-
8113
法
蓮
町
一
五
三
〇
中
央
第
二
武
道

場
内
）
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

【
問
い
合
わ
せ
】
剣
道
・
な
ぎ
な
た
・
や
り
・

坐
禅
教
室
は
中
央
武
道
場
（
蕁
二
六
―
一
〇

六
〇
）、
柔
道
・
弓
道
は
中
央
第
二
武
道
場

（
蕁
二
七
―
六
一
六
三
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
開
放
し
ま
す
。

鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
（
法
蓮
町
）

と
き

…
12
月
15
日
豸
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時
　
▼
種

目
…
陸
上
競
技
（
投

て
き
は
な
し
）

▼

そ
の
他
…
運
動
靴
を

必
ず
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
中
央
体
育
館
（
蕁

二
四
―
一
五
〇
一
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
が
開
き
ま
す
。

〈
中
央
体
育
館
（
法
蓮
町
）〉

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
　
と
き
…
１
月
21
日

か
ら
火
曜
日
午
前
９
時
半
〜
11
時
半
。
８
回

▼
定
員
…
初
心
者
60
人
。
高
齢
者
歓
迎

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

と
き
…
１
月
21
日

か
ら
火
曜
日
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
。
８
回

▼
定
員
…
初
心
者
60
人
。
高
齢
者
歓
迎

少
年
少
女
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

と
き
…

１
月
21
日
か
ら
火
曜

日
午
後
４
時
半
〜
６

時
。
８
回
　
▼
定
員

…
小
学
３
〜
６
年
生

50
人勤

労
者
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
教
室

と
き
…

１
月
21
日
か
ら
火
曜

日
午
後
６
時
半
〜
８
時
半
。
８
回
　
▼
定
員

…
初
心
者
50
人
。
在
勤
も
可

〈
中
央
第
二
体
育
館
（
法
蓮
町
）〉

健
康
体
操
教
室

と
き
…
１
月
21
日
か
ら

火
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
半
。
８
回
　
▼
内

市役所蕁34-1111豎 〒630-8580 二条大路南一丁目1-1●お知らせ

奈良しみんだより
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ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
開
放

ス
ポ
ー
ツ
教
室

ス
ポ
ー
ツ

武
道
、
坐
禅
教
室

防
災
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8145
八
条
五
丁
目
四
〇
四
ー
一

蕁
三
五
ー
一
一
〇
六

防
災
講
演
会

名
勝
大
乗
院
庭
園
文
化
館

〒
630-

8301
高
畑
町
一
〇
八
三
ー
一

蕁
二
四
ー
〇
八
〇
八

音
声
館

〒
630-

8335
鳴
川
町
三
二
ー
一

蕁
二
七
ー
七
七
〇
〇
　
薨
二
七
ー
七
七
三
二



容
…
音
楽
を
使
っ
た
リ
ズ
ム
体
操
　
▼
定
員

…
初
心
者
の
女
性
80
人

少
年
少
女
体
操
教
室

と
き
…
１
月
21
日

か
ら
火
曜
日
午
後
４
時
半
〜
６
時
。
８
回

▼
定
員
…
小
学
生
50
人

〈
中
央
第
二
体
育
館
小
体
育
室
〉

操
体
法
教
室

と
き
…
１
月
21
日
か
ら
火

曜
日
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
。
８
回
　
▼
内

容
…
自
分
で
で
き
る
肩
こ
り
、
腰
痛
な
ど
の

手
入
れ
法
　
▼
定
員
…
30
人
。
高
齢
者
歓
迎

【
費
用
】
消
耗
品
代
は
自
己
負
担

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
（
小
学
生

は
学
年
と
保
護
者
名
も
）、
性
別
、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
12
月
15
日
必
着
で
中
央
体
育

館
（
〒
630-

8113
法
蓮
町
一
五
一
六
　
蕁
二
四

―
一
五
〇
一
）
へ
。
一
人
１
教
室
限
り
。
多

い
場
合
は
抽
選
。

公
民
館

京
西
公
民
館

オ
ペ
ラ
を
楽
し
も
う
講
座

イ
タ
リ
ア
ン
オ
ペ
ラ
を
中
心
に
、
そ
の
歴

史
・
背
景
等
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
掘
り
下

げ
、
オ
ペ
ラ
の
楽
し
み
方
に
つ
い
て
、
映
像

と
音
響
を
交
え
な
が
ら
学
び
ま
す
。

と
き
…
１
月
12
日
〜
３
月
９
日
の
毎
月
第

２
日
曜
日
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
。
３
回

▼
定
員
…
成
人
60
人
　
▼
講
師
…
帝
塚
山
大

学
短
期
大
学
部
教
授
の
藤
原
道
従
さ
ん
　
▼

申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を

書
い
て
、
12
月
14
日
必
着
で
同
館
へ
。
１
枚

に
一
人
限
り
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

公
民
館

【申し込み】往復はがきに講座名、住所、氏名（ふりがな）、
年齢（小学生は学年も）、性別、電話番号、生涯楽習大学の
受講証を持っている人は受講証番号、託児希望（２歳～就学
前）の人は幼児の年齢と性別を書いて、12月12日必着で同セ
ンター（〒630-8357杉ヶ町２３　蕁２６―８８１１）へ。１
枚に一人１講座（木工クラフト体験隊は二人まで）、原則と
して毎回受講できる人に限ります。多い場合は12月13日午前
11時から同センターで公開抽選。

生涯学習センター

生涯楽習大学
◎家庭教育講座環境コース「木工クラフト体験隊」
パズルや花台を作ります。少し大人の気分で、木工ク

ラフトを楽しく体験しましょう。
とき…12月22日豸午前９時半～午後零時半　蜷定員…

小学４～６年生20人　蜷講師…同センター自主グループ
｢木楽倶楽部｣会員　蜷材料費…1,000円以内。

◎パソコン講座入門編（4回シリーズ）
パソコンの基本操作から簡単な文書作成（ワード使用）

まで、はじめてパソコンにふれる人のための講座です。
定員…24人。過去の受講者は申し込み不可　蜷テキス

ト代…1,500円。

◎パソコン講座エクセル初級編（4回シリーズ）
セル、ブック、ワークシートの設定など、エクセルの基

礎から簡単な表作成まで、データ入力中心に学びます。
定員…同センターのパソコン講座を全回受講した人24

人　蜷テキスト代…1,500円。

◎初めてのデッサン講座～鉛筆を使ってデッサンの基礎
を学びませんか～（6回シリーズ）
物を創る出発点となるデッサンについて、対象物の捉

え方、光と陰影の関係など基礎を習得します。
持ち物…３Ｂカルトン、Ｈ～６Ｂの鉛筆、練りゴム、

消しゴム、ティッシュペーパー。

お知らせ●西部出張所蕁44-1001 東部出張所蕁93-0001 北部出張所蕁71-1017
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講座名

１/22、１/29、２/５、２/12の水曜日
と　き

パソコン講座12

時間は午前10時～正午

時間は午後2時～4時

講座名

１/24、１/31、２/７、２/14の金曜日
と　き

パソコン講座13

時間は午後2時～4時

とき

二つの立方体

市美術家協会の
白石道夫さん

テーマ 講師

25人

定員

１/７貂

二つの立方体１/21貂

仮面を創る２/４貂

仮面を描く２/18貂

仮面を描く

仮面を描く、合評

３/４貂

３/18貂

子
ど
も
の
詩

西
大
寺
北
小
学
校
四
年

西
田
　
俊
さ
ん

コ
ス
モ
ス
の
花
が

風
と
遊
ぼ
う
と

よ
ん
で
い
る

楽
し
そ
う
に

風
に
ゆ
れ
な
が
ら

遊
ん
で
い
る

風
と
遊
び
た
い

風
と
と
び
ま
わ
り
た
い

風
に
乗
っ
て
み
た
い

コ
ス
モ
ス

京
西
公
民
館

〒
630-

8044
六
条
西
一
丁
目
三
ー
四
三
ー
ニ

蕁
四
四
ー
二
六
六
九



辻
本
昭
夫
（
押
小
路
町
）
三
十
万
円
　
▼
吉
岡
耕

藏
（
山
陵
町
）
五
千
円
　
▼
谷
村
光
洋
（
北
之
庄
町
）

お
も
ち
ゃ
百
個
　
▼
中
川
た
か
ゑ
（
西
大
寺
南
町
）

三
千
円
　
▼
廣
瀬
フ
ミ
（
西
大
寺
宝
ケ
丘
）
五
千
円

▼
な
ら
山
万
年
青
年
ク
ラ
ブ
　
一
万
円
　
▼
昭
和
七

年
平
城
小
学
校
卒
業
同
窓
会
一
同
　
四
万
六
百
八
十

八
円
　
▼
喜
多
浩
子
（
南
京
終
町
二
丁
目
）
一
万
円

▼
大
宮
ま
つ
り
実
行
委
員
会
　
十
万
円
　
▼
廣
田
久

義
（
山
陵
町
）
五
千
円

指
定
寄
付

朱
雀
ロ
ー
ズ
会
　
五
千
円
　
▼
朱
雀
な
ご
み
の
会

五
万
二
千
円
　
▼
龍
見
博
一
（
大
宮
町
二
丁
目
）
書
籍

市役所蕁34-1111豎 〒630-8580 二条大路南一丁目1-1●お知らせ

奈良しみんだより
2002年12月1日号 14

南こうせつ
CONCERT  TOUR  2003
心にしみる抜群の

歌唱力とユニークな
キャラクター、巧み
な語りが人気のコン
サートを楽しんでく
ださい。
とき…３月21日貊

午後６時半　蜷とこ
ろ…同館大ホール　蜷入場料…5,000円。全席指定
蜷入場券…同館、チケットぴあ、ローソンチケッ
トで発売中。

韓国の舞と踊の世界
～現代に甦る身体と魂の対話～
韓国伝統舞踊界の豪華メン
バーによる招聘公演です。優
雅で静かな動きで表現する宮
廷舞踊と、自由で即興的な感
性を表現した民俗舞踊のすべ
てを、格調高く披露します。
とき…１月26日豸午後１時

蜷ところ…同館大ホール　蜷出演…金文淑団長による舞踊団（芸
術院会員一人、無形文化財保持者四人含む） 蜷入場料…前売
3,000円、当日3,500円。全席自由　蜷入場券…12月８日午前９時
から同館、10時からチケットぴあ、ローソンチケットで発売開始。
同館の電話予約は９日午前９時から

開館5周年記念　日伊国際交流オペラ公演「椿姫」合唱参加者募集
本場の歌手やバレリーナにより、来年6月1日に開く同公演の合唱参加者を募集します。
とき…12月26日貅午後７時　蜷ところ…同館中ホール　蜷定員…演技・暗譜に自信があり、練習日（午後７時以降で

土・日曜日を含み１週間に１・２回）に参加できる人20人　蜷オーディション…「椿姫」の「乾杯の歌」を自身のパー
トで歌ってもらいます（伴奏者は同館で用意） 蜷申し込み…住所、氏名、年齢、性別、電話番号を書いて、12月15日
までに直接または郵送で同館へ。

なならら110000年年会会館館催催しし案案内内

電話予約番号…同館（蕁３４―０１１１）、チケットぴあ（蕁０６―６３６３―９９９９）、ローソンチケット（蕁０５７０―００
―０４０５） 蜷問い合わせ…同館（〒630-8121三条宮前町７―１　蕁３４―０１００・ホームページhttp://www.nara100.com）へ。

「
実
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
お
し
っ

こ
が
漏
れ
る
ん
で
す
」。
相
談
し
た
く
て
も

し
づ
ら
い
訴
え
の
一
つ
に
中
高
年
女
性
の
腹

圧
性
尿
失
禁
が
あ
り
、
約
三
割
の
人
が
同
じ

症
状
を
持
っ
て
い
ま
す
。

生
命
を
脅
か
す
病
状
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
せ
き
、
く
し
ゃ
み
、
う
つ
む
い
て
の
掃

除
、
大
笑
い
し
た
と
き
な
ど
に
思
わ
ず
尿
が

漏
れ
出
て
し
ま
う
も
の
で
、
違
和
感
の
た
め

に
外
出
が
億
劫
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

尿
の
出
口
に
は
、
尿
を
漏
ら
さ
な
い
よ
う

に
締
め
た
り
、
気
持
ち
よ
く
尿
を
出
す
た
め

に
緩
め
た
り
す
る
尿
道
括
約
筋
が
あ
り
、
便

の
出
口
に
は
肛
門
括
約
筋
が
あ
り
ま
す
。
子

宮
・
膀
胱
・
直
腸
な
ど
の
重
み
を
支
え
た
り

出
口
が
緩
ま
な
い
よ
う
し
て
い
る
の
は
、
こ

れ
ら
の
括
約
筋
を
含
み
尾
骨
・
恥
骨
に
い
た

る
骨
盤
底
筋
群
で
す
。

さ
さ
い
な
こ
と
で
お
腹
に
力
が
か
か
る

と
、
こ
の
筋
肉
群
が
膀
胱
を
抑
え
き
れ
な
か

っ
た
り
、
締
め
切
れ
な
か
っ
た
り
し
て
、
膀

胱
の
中
の
尿
が
漏
れ
出
て
し
ま
い
ま
す
。
出

産
や
肥
満
、
運
動
不
足
の
た
め
に
、
筋
肉
群

が
緩
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
原
因
で
す
。

治
療
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
軽
い
程
度

の
尿
失
禁
な
ら
、
体
操
で
ほ
と
ん
ど
改
善
で

き
ま
す
。
人
前
で
お
な
ら
を
我
慢
す
る
と
き

の
よ
う
に
、
お
尻
に
力
を
入
れ
て
肛
門
を
締

め
る
と
、
尿
の
出
口
も
締
ま
り
ま
す
。
十
秒

間
締
め
て
は
ゆ
っ
く
り
と
緩
め
る
体
操
を
繰

り
返
し
ま
す
。
洋
式
ト
イ
レ
の
ウ
オ
ッ
シ
ャ

ー
で
肛
門
を
刺
激
す
る
の
も
い
い
方
法
で

す
。「
腹
圧
性
の
尿
失
禁
か
な
」
と
感
じ
た

ら
、
勇
気
を
出
し
て
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

奈
良
県
医
師
会

腹
圧
性
尿
失
禁

健

康

9
月
分

（
敬
称
略
）



新生児・妊産婦訪問
助産婦や保健師が相談に応じます。

蜷対象…妊婦、出産後１年未満の産婦、
生後28日までの新生児　蜷申し込み…母
子健康手帳にはさまれている妊婦はがき
か新生児はがきに必要事項を書いて、市
役所健康増進課へ。電話も可　蜷その他
…訪問は必ず事前に連絡して行います。
物品販売はありません。

母親教室

蜷対象…予定日が４・５月の初妊婦45人
（原則として３回受講できる人）。26日は
今回の参加者のうち夫婦で受講できる人

蜷ところ…保健センター　蜷持ち物…母
子健康手帳、筆記用具　蜷申し込み…往
復はがきに教室名、住所、氏名、年齢、
電話番号、出産予定日を書いて、12月20
日までに市役所健康増進課へ。多い場合
は抽選。

1月 時間は午前9時半～正午
1
2
3
4
5
6

ジフテリア・破傷風（二種混合）
予防接種
市内の各小学校で、小学６年生を対象

に12月中旬まで実施しています。市外へ
の通学者等で接種を希望する人は、市役
所衛生課まで問い合わせてください。

予防接種のお知らせ
個別方式で行います（接種料金は無料）。

1
2
3
4
5
6
7

〈受け方〉
通知書を持って取扱医療機関に行き、

接種日を予約し予診票をもらってくださ
い（日曜・祝日と各医療機関の休診日を
除く）。予約日には、通知書と予診票、母
子健康手帳を持って、子どもの健康状態
のよくわかる人が同行してください。
※通知書がないと受けられません。転入
者や他の事情で通知書のない人は、市役
所衛生課へ連絡してください。
※各予防接種を受ける前に「予防接種と

子どもの健康」をよく読んでください。
ない人は、各予防接種取扱医療機関また
は市役所衛生課で受け取ってください。

胃がん検診

蜷対象…35歳以上の人。妊婦、勤務先な
どで同様の検診を受診した人は除く　蜷
受診間隔…年１回　蜷受診料…35～69歳
は1,000円。70歳以上と生活保護・住民税
非課税世帯の人は無料（申し込み時に申
し出を） 蜷申し込み…電話で12月20日
までに市役所健康増進課へ　蜷その他…
検診の結果、精密検査の必要な人は、す
みやかに受診願います。現在治療中の人、
過去に手術を受けた人や精密検査になっ
た人は、主治医に相談してください。

1月 受付時間は午前9時半～10時半
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

肺がん検診

蜷対象…40歳以上の人。妊婦、勤務先な
どで同様の検診を受診した人は除く　蜷
受診間隔…年１回　蜷料金…読影のみは
700円、問診の結果喀痰検査実施の場合は
更に810円（うち容器代310円）。ただし、
70歳以上と生活保護・住民税非課税世帯
の人は容器代のみ（申し込み時に申し出
を） 蜷申し込み…電話で12月20日まで
に市役所健康増進課ヘ　蜷その他…検診
の結果、精密検査の必要な人はすみやか
に受診願います。現在治療中の人、過去
に手術を受けた人や精密検査になった人
は、主治医に相談してください。

1月 受付時間は午後2時～3時
1
2
3
4

結核住民検診

蜷とき…12月21日貍午前９時半～10時半

蜷ところ…総合医療検査センター　蜷対
象…15歳以上の人。中・高校生、妊婦、
事業所で受診する人は除く　蜷内容…胸
部エックス線検査　蜷申し込み…不要。
当日直接会場へ　蜷問い合わせ…市保健
所保健予防課へ。

世界エイズデー啓発パネル展示

「エイズ」目をそらさないで考えてみよう

蜷期間…12月12日貅まで（月曜日は休館
日）。時間は午前９時～午後９時　蜷とこ
ろ…西部公民館（学園南三丁目） 蜷問
い合わせ…市保健所保健予防課へ。

成人歯科健康相談
歯科医師が相談に応じます（健診と医

院の紹介はありません）。

蜷とき…12月19日貅午前10時～正午　蜷
ところ…保健センター　蜷対象…成人

蜷申し込み…電話で市役所健康増進課へ。

からだの悩みよろず相談
（老人保健法に基づく成人健康相談）
医師による無料の個別相談です。

蜷とき…12月18日貉午後１時半～４時

蜷ところ…休日夜間応急診療所　蜷対象
…成人　蜷申し込み…電話で市役所健康
増進課へ。

楽しいサーキットトレーニング教室
総合医療検査センターが開きます。エ

アロビクス運動（有酸素運動）と油圧式
トレーニングマシンを使って行う筋力ト
レーニングを交互に行います。

蜷とき…１月22日～３月26日の毎週水曜
日漓午後１時45分～２時半滷３時～３時
45分。10回　蜷ところ…総合医療検査セ
ンター　蜷定員…漓は日頃運動をしてい
る人、滷は日頃運動をしていない人各部
20人　蜷受講料…5,000円　蜷申し込み…
はがきに教室名、氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、年齢、住所、電話番号、漓滷
の別を書いて、12月13日必着で同センタ
ーへ。多い場合は抽選。

エアロビクス教室
総合医療検査センターが開きます。

蜷とき…１月20日～３月24日の毎週月曜
日午後２時～３時半。10回　蜷ところ…
総合医療検査センター　蜷定員…40人

蜷受講料…5,000円　蜷申し込み…はがき
に教室名、住所、氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、年齢、電話番号を書いて、12
月13日必着で同センターへ。多い場合は
抽選。

健康のコーナー●市役所蕁34 -1111豎 〒630-8580 二条大路南一丁目1-1

健康のコーナー
市保健所保健予防課（西木辻町200―46 蕁23―6173）
保健センター（二条大路南一丁目1―30 蕁34―1111）
奈良診療所（二条大路南一丁目1―28 蕁34―1111）
総合医療検査センター（柏木町519―5 蕁33―7876）

母 親 教 室

胃 が ん 検 診

結 核 住 民 検 診

肺 が ん 検 診

からだの悩みよろず相談
（老人保健法に基づく成人健康相談）

ジフテリア・破傷風
（二種混合）予防接種

新生児・妊産婦訪問

世界エイズデー啓発パネル展示

楽しいサーキットトレーニング教室

成 人 歯 科 健 康 相 談

エ ア ロ ビ ク ス 教 室

奈良しみんだより
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とき

10貊

16貅

24貊

26豸
お父さんになる人も一緒に
沐浴実習・出産前後の心と体の変化

内　　　容

妊娠の経過と呼吸法・妊婦体操

妊娠中の歯の健康（実習・健診）、食事

沐浴実習と産後の過ごし方

とき

７貂

８貉

と こ ろ

休日夜間応急診療所

平城西公民館

９貅 青山六丁目集会所

10貊 富雄公民館

14貂 八条人権文化センター

15貉 朝日町公民館

16貅 ならまちセンター前

17貊 あやめ池小学校

22貉 学園緑ケ丘集会所

23貅 松陽台二・三丁目集会所

27豺 左京一丁目集会所

28貂 高の原駅前団地集会所

29貉 西奈良県民センター

30貅 杏中人権文化センター

31貊 飛鳥公民館

とき

10貊

17貊

と こ ろ

休日夜間応急診療所

西奈良県民センター

24貊 古市児童館

予 防 接 種

予防接種名

三種混合
（百日せき・ジフテ
リア・破傷風）

麻しん（はしか）
風しん

対 象 の 子

今月通知する子

平成14年８月
生まれの子

以前に通知した
子で７歳６か月
未満の子

平成13年11月
生まれの子
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表紙撮影：中村公彦奈良市のホームページ　http://www.city.nara.nara.jp に奈良しみんだよりを掲載しています。

奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

10月27日の環境フェス
ティバルで、長年にわたる
ごみ減量・リサイクル実践
活動が評価され、次の団体
が受賞されました。
〈市民団体の部〉
◆奈良市立佐保小学校
空気をきれいにしようと、二酸化炭素の削減に効果があ

るケナフを平成９年から栽培。また、地域住民と一緒にケ
ナフを原料にした紙すき作業も実施。特に、６年生は卒業
証書を自分で漉き、学校長が手書きして渡すなど、思い出
づくりと環境教育を一体化させている。
◆ならグリーンネットワーク
地球環境を生命・健康など身近なところから考え、行動

していくためのネットワーク作りを行う環境ＮＰＯ。市内
スーパーなど16店舗の商品を、環境や健康に良いかどうか
を基準にボランティアで調査した、グリーンコンシューマ
ーガイド奈良版「買うなら！」を昨年12月に発行。
〈事業所の部〉
◆譁南都銀行
環境問題を大変重視し、今年２月にＩＳＯ14001を認証

取得。日常業務や環境活動に様々な取り組みを実施し、特
に電算機資料のペーパーレス化など紙ごみの削減に取り組
んでいる。また、今年９月からエコローンを開始し、低公
害車の購入や省エネルギー住宅への増改築をする場合に、
通常よりも低利で融資する商品を開発。

【問い合わせ】市企画総務課（蕁７１―３００１）へ。

〈12月の燃やせないごみ収集日〉
◆燃やせるごみが火・金曜日の収集地域は19日貅に燃
やせないごみを収集します。
◆燃やせるごみが月・木曜日の収集地域は20日貊に燃
やせないごみを収集します。
※収集カレンダーで収集日を確認してください。なお、
この日は燃やせるごみの収集も行っているため、通常
より収集に時間がかかります。理解と協力をお願いし
ます。なお、譁市清美公社の収集地域は、公社の収集
カレンダーで確認してください。

ごみ減量・リサイクル実践優良団体等顕彰制度「地球環境賞」受賞者決定

○次の内容を伝えてください
出す人の住所・名前・電話番号、出すごみの品物と数
（例）布団１くくり、自転車１台、小物は袋１つと箱１つ

係員が住所や内容を確認し、排出場所と排出日を伝えます。

○申し込みが済んだら
指定された排出場所へ、収集日当日の午前７時半までに出

してください。出すごみは全て「不用品」と明示し、必ず出
す人の名前も書いてください。また、周辺地域を順番に収集
するため、件数が多い場合、収集が午後２時を過ぎることも
ありますので理解をお願いします。
なお、一人でも多く収集できるよう、大型ごみは２か月に

１回の割合にまとめて申し込んでください。

【問い合わせ】市環境清美第一事務所（蕁７１―３０１２）へ。

【申し込み】

市環境清美第一事務所（申し込み専用蕁71―9011）へ

※一部地域は譁市清美公社（蕁３３―８７８２）へ。

【受付時間】

月～金曜日の午前8時～午後3時
※休み明けや午前中は電話が集中するため電話がつ
ながりにくくなることがあります。曜日や時間を
ずらすなどの協力をお願いします。

【申し込み点数】

1回につき6点まで（有害ごみは点数に含みません）
※申し込み以外のごみは収集できません。

年末にかけては、大型ごみの申し込
みが増えてきます。
でも、年の瀬になってあわてて申し

込んでも年内に収集できない場合があ
ります。早めに申し込んでください。

◎小物を入れる場合、袋は45リットルごみ袋、箱はミカン箱
程度です（一人で持てる程度の重さでお願いします）。
◎石油ストーブ、ガスコンロなどは、必ず乾電池や石油を抜
いてください。また、ふとん、じゅうたんなどは、１ｍ程度
にたたんで縛ってください。
◎家電リサイクル法の対象となるテレビ、冷蔵庫、洗濯機、
エアコンは大型ごみでは申し込みできません。

大型ごみ収集は
専用電話へ申し込みましょう

指定された場所に 
収集日当日の 
午前7時半までに 
出してください 

1回につき 
6点まで申し込み 
できます。 

出すごみ全部に 
「不用品」と明示し 
必ず出す人の名前も 
書いてください。 

不
用
品 

○
○
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